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■開催日　１０月２日（木）
《午前の部》　
　▽時　　間　午前９時～１１時３０分
　▽対象地区　五條・宇智・牧野・田園・施設入所者

《午後の部》　
　▽時　　間　午後１時３０分～４時
　▽対象地区　野原・阪合部・北宇智・南宇智・阿太・西吉野・大塔
■場　所　中央体育館（本町３丁目）
■内　容　式典、米寿お祝い、演芸会
■その他
▽往復はがきで案内を郵送しますので、出欠の返事を９月１７日（水）までに返送してくだ

さい。
▽米寿を迎えた人は案内ハガキを受付までお持ちください。（大正９年生まれの人です。ハ

ガキには米寿の印を押してあります。）
▽午前の部・午後の部とも軽食を用意しています。
▽会場周辺には駐車できませんので、送迎バス、または臨時駐車場（旧五條高校跡地）から

運行する送迎車を利用してください。
▽当日、午前７時に気象警報が発令されている場合は、延期または中止します。

■問合先　介護福祉課　本（内線２９２・２４９）…
　　　　　西吉野支所　住民厚生課　西（内線２１）
　　　　　大塔支所　市民生活課　大（内線２５）

�五條市敬老会



五條
ＩＣ

平成２０年度　五條市敬老会送迎バス配車表
《西吉野地区》 

バス
番号 方　面 出発時刻 主な停留所

14 茄子原
勢井方面 12：00 日裏バス停→川股バス停→平雄バス停→茄子

原→会場

15 阪巻
立川渡方面 12：20 立川渡バス停→宗川野→西野→阪巻→会場

16 城戸
川岸方面 12：20 川岸バス停→所商店前→城戸銀行前→会場

17 北曽木
永谷方面 12：10 永谷→黒淵→大日川→和田農協前→北曽木→

賀名生大橋→会場

18 老野
滝方面 12：35 滝橋→老野入口→生子バス停→上丹原→下丹

原→霊安寺バス停→会場

19 湯川
百谷方面 12：30 谷の宮バス停→平沼田→赤松→湯川農協倉庫

跡前→会場

20 奥谷
夜中方面 12：30 奥谷集落センター→会場

21 十日市
唐戸方面 12：10 唐戸バス停→コミセン→小古田バス停→会場

《大塔地区》
24 大塔地区

マイクロバス
大塔支所→老人憩の家→会場
巡回時刻は、後日、支所から自治会回覧でお知
らせします。

《五條地区》
▼午前の部
バス
番号 方　面 出発時刻 主な停留所

1 六倉
五條方面 8：00 六倉バス停→栄山寺橋口バス停→五條バス

センター→会場

2 三在
今井方面 7：50

三在バス停→国道三在バス停→宇野バス停
→上今井バス停→東中前→今井バス停→五
條バスセンター→会場

3 牧野方面 7：30
大沢町集会場→木ノ原会館（成願寺の横）→
なつみ台１丁目→田園５丁目バス停→上之
集会所→旧中筋バス停（精米所前）→会場

4 田園方面 7：50
田園２丁目バス停→田園１丁目バス停→田
園４丁目バス停→田園３丁目バス停→牧野
小学校バス停→上中之バス停→中之バス停
→下中之バス停→会場

22 北山・岡地区
マイクロバス 7：50 北山町入口（八幡神社）→越替自治会館前→

有家公民館横→旧岡選果場前→会場

23 二見地区
マイクロバス 8：00 二見駅前バス停→裁判所下→会場

▼午後の部
バス
番号 方　面 出発時刻 停　留　所

5 西阿田
山田方面 12：20

南和農業共済前→ミニ体育館前→阿太山田
バス停→東阿田バス停→西阿田バス停→山
田口バス停→会場

6 島野
南阿田方面 12：20

八田バス停→南阿田バス停→南阿田口バス停→
阿太橋バス停→南阿田公民館前バス停→湯谷口
バス停→上島野バス停→下島野バス停→会場

7 北宇智
近内方面 12：30 北宇智公民館前→西河内上集会場前→会場

8 北宇智
住川方面 12：30 居伝バス停→住川町（ローソン裏の空き地）

→会場

9 阪合部
山陰方面 12：30

御山宇智陵前→山陰松本食堂前→表野（石投
宅前花良）→仙度テント商会前→阪合部文化
会館前→犬飼口（南海りんかん）バス停→会場

10
阪合部方面
大深・田殿
相谷・火打

12：20
大深バス停→宮の尾バス停→松の段バス停
→田殿バス停→火打バス停→火打口バス停
→阪合部橋南詰→相谷集会所前→上野公園
入口→会場

11 野原方面
（野原西・中）12：40

野原公民館前→弁天宗本部バス停→野原南出
バス停→智弁学園バス停→弁天宗御廟バス停
→五條病院前バス停→野原南都銀行前→会場

12 野原方面
（野原東） 12：40 野原東住民センター前→野原東毎日牛乳野

原（販）前→ＪＡ野原前→大川橋南詰→会場

13 南宇智方面 12：20 老人憩の家前→南宇智公民館前→岩井産業
（株）前→良峯（東宅前）→丹生川橋東詰→会場

（生子、丹原、霊安寺地区の皆さんは、老野・滝方面から来るバスにも乗車できます。）

五條市戦没者追悼式および
戦没者遺家族集いの会

〈別表〉平成２０年度戦没者追悼式バス配車表
NO 出発時刻 主な停留所

1 12：40 住川町（ローソン裏空き地）→三在バス停→国道三在バス停→宇野バ
ス停→東中学校前→今井バス停→会場

2 12：30 旧山ノ原バス停→火打バス停→火打口→大津→阪合部文化会館前→
犬飼農協倉庫前→旧二見バス停→リバーサイドホテル前→会場

3 12：50 野原東住民センター→旧野原東口バス停→ＪＡ野原前→野原南都銀
行前→大川橋南詰

4 12：30 良峯（東宅前）→向霊安寺バス停→生子バス停→上丹原バス停→旧中
丹原バス停→旧下丹原バス停→霊安寺バス停→会場

5 12：00
栄山寺橋バス停→六倉バス停→下島野バス停→芝崎バス停→湯谷口
バス停→南阿田公民館前→源竜寺前→八田バス停→旧ＪＡ阿太前→
山田バス停→東阿田バス停→西阿田バス停→　山田口バス停→会場

6 12：50 北宇智公民館前→会場

7 12：20 西吉野コミセン→唐戸→百谷（谷ノ宮）→平沼田（旧GS）→湯川（公衆
便所）→奥谷（集落センター）→会場

8 12：00 西日裏→川股→平雄→茄子原→立川渡→宗川野→阪巻→城戸→大日
川→和田→北曽木→滝口→会場

9 11：30 宇井口→宇井→夢乃湯下→水車前→辻堂口→小代→下阪本→阪本→
道の駅前→会場

10 12：45
越替八幡神社→越替自治会館前→旧岡撰果場前→西岡→上之集会所
前→旧中筋バス停→田園２・４丁目バス停→石井商店前→下中之バ
ス停→会場

＊帰り出発時刻：午後３時３０分頃

　五條市出身の戦没者に対し哀悼の意を表し、そ
のご冥福を祈念すると共に、遺家族の平素のご苦
労をねぎらうために、五條市戦没者追悼式および
戦没者遺家族集いの会を開催します。

■日時　９月３０日（火）　午後１時３０分から
■会場　五條市立中央体育館
　会場への送迎は〈別表〉のとおり行います。なお、
駐車場所がありませんので、自家用車等で来場す
る場合は、上記臨時駐車場から運行する送迎車を
利用してください。
※当日、午前７時現在に警報が発令されている場

合は、翌日１０月１日（水）に延期します。

■問合先　社会福祉課福祉係　本（内線２０９）
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運　転
　日本に来てからの約1年間、ぼくは車を運転してきました。運転のテ
ストを受け、今では日本の運転免許を取得しました。これまで、ぼくは通
勤のためだけに車を運転していました。そして毎回同じ道を往復するだ
けでは、運転経験として、十分だという気にはなれませんでした。確かに、
道は狭いし、山は時にぼくを怖がらせました。
　しかし、かなり単純なので、慣れるのに時間はかかりませんでした。今、
自分の車を運転するようになって、ぼくは日本とアメリカの車の運転の
仕方に多くの違いがあることに、気づき始めました。
　自動車が右側通行ではなく、左側通行であるということには、まった
く混乱しませんでした。他の車がみんなそうしているので、それに従え
ばいいのですから簡単なことです。
　しかし、すぐに気づいたのは、ささいな違いでした。例えば、雨が降っ
ているとき、日本ではヘッドライトをつける人がほとんどいません。でも、
ニュージャージでは雨の日にヘッドライトをつけないと違法な運転です。
だからぼくは日本でもよくヘッドライトをつけて、走っている自分に気
がつきます。また、信号で止まったとき、みんながヘッドライトを消し
ているのを見かけます。でも、アメリカではそんな光景は一度も見たこ
とがありません。
　もう一つの違いは車線です。例えば、道の真ん中、センターラインが
点線なら追い越しても良いという意味です。2本の実線なら追い越し禁止
であり、1本が実線で1本が点線なら、点線の方からは追い越してもいい
けれど、実線の方からはできないという意味になります。
日本とアメリカの運転の仕方には、大きな違いはないと思います。しかし、
外国（日本）で運転したという体験を決して忘れることはないでしょう。

＊この記事は、ＡＬＴの書いた英文を訳したものです。
　英語版は中央公民館にあります。

こんにちは
エリック・コズィオール
外国語指導助手（ALT）

です

平成２０年度『英語コミュニケーション講座』を開講します
　外国人講師との交流を楽しみながら、英語に親しみ、国際理解を深めましょう。
▽入門、基礎　日時：毎週水曜日　午前９：３０～１０：３０
　　　　　　　講師：語学指導助手　　　　　エリック・ゴズィオール先生（アメリカ）
▽初級　　　　日時：毎週水曜日　午前１０：４５～１１：４５
　　　　　　　講師：未　定
▽中級　　　　日時：毎週水曜日　午後２：００～　３：００
　　　　　　　講師：語学指導助手　　　　　クリストファー・カリーク先生（カナダ）
▽初級　　　　日時：毎週木曜日　午後６：００～７：００
　　　　　　　講師：未　定
▽中級　　　　日時：毎週木曜日　午後７：１５～８：１５
　　　　　　　講師：未　定

■開催期間　　１０月～平成２１年７月
■場所　　　　中央公民館
■対象・定員　市内に在住または勤務する成人（各クラス２０名まで。定員になり次第締め切ります。）
■年会費　　　１，０００円（利用団体連絡協議会費３００円を含む、テキスト代・教材費等別）
■申込み方法　９月１０日（水）　午前９時から中央公民館で受付します。　　　　　　　　
■問合先　　　中央公民館　　☎２４・２００１

私たちにできること
▽不審な人を見かけたらすぐに警察へ通報してください。
▽登下校など、子どもたちが外に出る時間に散歩や水やりなど、なるべく

外に出て子どもたちに声をかけてください。
▽自宅付近の危険な場所などを把握し、防犯意識を高めてください。

青少年センター　☎２４・３００４

子どもの安全には地域の皆さんの力が必要です

�国際交流



五條市消防本部　☎22・3310

全国高等学校総合体育大会「２００９近畿まほろば総体」
高校生広報キャンペーン隊が市長を訪問

　平成２１年７月２８日から県内１５市町村で開催される、平成２１
年度全国高等学校総合体育大会「２００９近畿まほろば総体」を広報す
るため、「わっしょい倭（ＹＡＭＡＴＯ）」の生徒らが市長を訪問し、横断
幕と懸垂幕を寄贈しました。訪問したのは、県立五條高等学校の今井
優輔くんと智辯学園高等学校の井本幸さん、松田大輝くんの３人です。
　井本さんが「広く市民の皆さんにＰＲしていただき、総合体育大会を
盛り上げて欲しいです。」とあいさつし、今井君から目録が手渡されま
した。
　市長は、「グラウンドの整備など、市を挙げて総体を応援します。」と、
言葉をかけました。届けられた横断幕は上野公園グラウンド、懸垂幕
は市庁舎に掲げられています。
■問合先　平成21年度全国高等学校総合体育大会奈良県実行委員会

事務局
　　　　　☎０７４４・２５・７６７０
　　　　　URL　http://www.09soutai.com

あなたの家にはもう付いていますか？住宅用火災警報器
　近年、就寝中の火災による死者が増加しています。そのため、住宅用火災警報器等の設置が法律などで義務付けられました。
五條市では、設置猶予期間が平成２１年５月３１日までと定められています。あなたのお家にも住宅用火災警報器等を設置し
ましょう。
※住宅用火災警報器とは・・・熱や煙を感知し、火災を知らせる機器です。
■設置を義務付けられた場所は次のとおりです。
　▽１階建ての場合　寝室に設置
　▽２階建ての場合　・１階のみに寝室がある場合は、寝室に設置する。
　　　　　　　　　　・２階のみに寝室がある場合は、２階の寝室と、階段に設置する。
　　　　　　　　　　・１階、２階ともに寝室がある場合は、１階、２階の寝室と、階段に設置する。
■住宅用火災警報器を購入するときは、右のような『鑑定』マークのついているものを選びましょう！
■住宅用火災警報器の設置方法のビデオ貸し出しています。気軽に問い合わせてください。

保安講習会が実施されます
　危険物取扱者保安講習会が次のとおり実施されます。
■講習日　　北部　１１月１８日（火）　
　　　　　　南部　１１月２８日（金）
■講習場所　北部　奈良市防災センター（奈良市）
　　　　　　南部　奈良県中和労働会館（大和高田市）
■受付期間　１０月２０日（月）から２８日（火）まで
＊受講申請書は、五條市消防本部にあります。

受講義務者
区　　　　　分 期　　　　　限

①継続して危険物取扱作業
に従事している人

前回講習を受けた日から３
年以内

②新たに危険物取扱作業に
従事する人

従事することとなった日か
ら１年以内

③上記②のうち、過去２年以
内に、免状の交付又は講習
を受けている人

免状の交付又は講習を受け
た日から３年以内

ゴミ収集車の荷箱から火災発生！
　先月､五條市管内でゴミ収集車の荷箱から火災が発生する事案がありました。
  火災調査により荷箱内の焼損したごみを見分すると､ガス抜き処理がされて
いないカセットボンベやスプレー缶が多数確認されました。
  ゴミ収集車は､回転式の板でごみを圧縮しながら荷箱にごみを積み込むため
に､カセットボンベ等が押しつぶされて可燃性のガスが噴出し､更に回転板の
圧縮により発生する金属火花に着火して火災に至ります。又､簡易ガスライター
の着火装置でも滞留した可燃性ガスに着火します。
  このような火災を防止するためには､カセットボンベやスプレー缶は完全に
ガスを抜く､簡易ガスライターは点火装置が機能しないようにすることが基本
です。ごみ出しの際には十分に注意してください。

�



真夏の思い出

　五條市の夏の風物詩、吉野川祭りが吉野川河川敷で開催
されました。花火大会では、2日間で約3千発の花火が打
ち上げられ、会場を訪れた約６万人の観光客を魅了しまし
た。
　またダンスイベント「南都乱舞～みだれまい～」が開催さ
れ、近畿各地から参加したチームがダンスを披露し、祭り
に花を添えました。
　上野公園で行われた少年野球大会では、牧野ジュニアー
ズが優勝しました。

第３７回吉野川祭り

みんなの川をきれいに

　奈良県を代表する吉野川は、飲み水として、また農業用
水等、多くの住民が恩恵を受けています。しかし河川に捨
てられたごみ等が、景観はもとより水質などの環境に悪影
響をおよぼし、その処理が流域の住民の負担となっていま
す。
　このため「心に残そう吉野川…残しちゃいけないごみやく
ず」をテーマに、吉野川流域の７市町村が一斉に河川敷の
清掃を行いました。五條市の河川敷には荒井県知事や県、
市職員、ボランティアの皆さんが参加し、大川橋下にはた
くさんのゴミが集められました。

吉野川マナーアップキャンペーン

川で遊んで、川に親しもう

　川にふれあい、川に関心を持って、
吉野川に活気を取り戻そうと、吉野川
活性化プロジェクトが主催して、か
わっ子祭りが開催されました。手づく
り筏下りコンテストには２０チームが
参加し、パフォーマンスとタイムを競
いました。また、鮎やうなぎ等の魚の
つかみ取りも行われ、吉野川はたくさ
んの子供たちでにぎわいました。

吉野川フェスタ2008かわっ子まつり

�五條ニュース



熱気溢れる名勝負

　第９０回全国高等学校野球選手権大会に、智弁学園高校野球部が１５回目の出場を果たしました。
　近畿勢同士の対戦となった１回戦の近江高校戦では３回に逆転を許しましたが、７回には土井君の２塁打を皮切
りに長打で逆転し、そのリードを守って勝利しました。つづく２回戦は兵庫県の強豪報徳学園と対戦しました。８
回までリードを許しながら、９回表には同点に追いつく驚異的な粘りを見せ延長に持ち込みましたが、残念ながら
４対５で敗退しました。酷暑の中全力でプレーする選手や、力一杯応援する応援団の姿は見るものに感動を与えて
くれました。

智弁学園高校野球部

野外活動で体験学習

　青少年センターでは、７月２５日から２７日までの３日間、奈良市
都祁吐山の奈良県立野外活動センターで「トレジャーキャンプ2008」
を実施し、参加者とスタッフ合わせて６７人が参加しました。
　自炊やオリエンテーリング、キャンプファイヤーなどを行い、普段
の生活では体験できないことを多く経験し、友達の素晴らしさやみん
なで協力することの大切さなどを学びました。

トレジャーキャンプ２００８

新ALT着任

　外国語指導助手（ALT）に、アメリカ、アラスカ州出身のリア・ルー
ターさんが着任し、市役所に報告に訪れました。
　「外国語を学ぶうえで大切なことは、恥ずかしがらずに話すこと。
生徒に楽しんで勉強してもらうことが目標です。」と抱負を述べまし
た。リアさんは、今後小・中学校の外国語の指導などを勤めます。

アラスカ出身のリア・ルーターさん

壮行会に訪れた選手（市役所前）
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花咲寮を慰問

　養護老人ホーム花咲寮で、入寮者への慰問会が開かれました。これ
は、五條ロータリークラブが入寮者に楽しんでもらおうと、昭和３８
年から毎年行われている行事です。
　今回の慰問会では五條市で活動する児童合唱団が、なつかしい童謡
や唱歌を披露し、入寮者の皆さんも一緒に口ずさみ楽しいひと時を過
ごしました。

五條ロータリークラブ

大舞台で勝負

　大会を勝ち進み、近畿大会に出場する選手の皆さんの激励会を教
育委員会で行いました。この度近畿大会に出場したのは次のとおり
です。
　▽五條西中学校バレーボール部
　▽五條東中学校柔道部　団体、個人（蓮井君）
　▽五條東中学校野球部
　また、五條東中学校の野球部の皆さんは、近畿大会を勝ち進み全
国大会にも出場しました。

近畿大会出場激励会

第５９回県民体育大会の結果
　７月６日・１３日・２０日・２１日に第５９回県民体育大会
が開催されました。五條市から１７競技に２５０人が参加し、
各会場で熱戦を繰り広げ好成績をおさめました。結果は次のと
おりです。

▽サッカー　　　　　　　　　　優　勝
▽ゲートボール　　　　　　　　優　勝
▽グラウンド・ゴルフ（市の部）　第２位
▽バレーボール（女子の部）　　　第３位

▽水泳（団体の部）　　　　　　　第６位
　　　（種目　メドレーリレー）　優　勝　
▽弓道（個人女子の部）　　　　　第２位　西川由貴
▽少林寺拳法（中学生の部）　　　第２位　岡田隼祐・岡田真聡
　　　　　　（一般段外の部）　　第３位　水口成貴・岡本一真
▽ウエイトリフティング
　　　　　　（男子６９ｋｇ級）　第２位　牧尾宗一郎
　　　　　　（男子６２ｋｇ級）　第３位　西川耕平

９月１３日～１０月下旬まで 《やなオープニングセレモニー》
■日時　９月１３日（土）午前１１時３０分から
■場所　吉野川大川橋下流右岸（新町側）

◎やな漁とは・・・
　秋口に産卵のために川を下る習性を利用した漁獲量の多い大規模
な漁法です。
　川幅を少し狭くして、両岸にまたがるように櫓（やぐら）を組み、
その上に竹で編んだ簀（す）をつくって、川の流れと共に簀の上に自
然に落ちるアユを生け採るというもので、この仕掛けを梁（やな）と
いいます。
　全国においてもめずらしい、やな漁をこの機会にぜひ体験してく
ださい。

（有料・要予約）

◎桟敷（鮎茶屋）
　河原では、風情のある桟敷（鮎茶屋）で鮎を使った料理も楽しめます。
▽9月12日～ 10月26日まで　毎日営業　
▽平日11時から15時30分まで、
　土曜・日曜・祭日は　10時から16時まで
　夜の部は17時30分～ 20時（ラストオーダー 19時30分）5名以上、
３日前までの予約のみ営業
■主　催　吉野川やな漁保存会
■後　援　吉野川活性化プロジェクト
■問合先　吉野川やな漁保存会　
　☎２２－５１９２（やな漁体験、桟敷）

▽やな漁体験　http://www1.gojo.ne.jp/~yana/index.html　▽鮎茶屋　http://www1.gojo.ne.jp/~yana/ayutya.html
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■五條市児童虐待防止ネットワークとは
　子供たちの生活を周囲のおとなが見守り、必要に応じて関係機関が協力して支援を行い、子供たちが安全で安心して生活
できるようにするネットワークです。
■知らせてください
　保護が必要な状態かどうかは連絡を受けた機関が判断しますので、虐待の心配がある場合は連絡してください。（児童虐待
防止に関する法律では通報を義務付けています）
　連絡する場合は匿名でかまいません。連絡をした人には、虐待かどうかや保護が必要かどうかを証明する必要はありません。
また、連絡した人の名前や住所などの秘密は守られます。

五條市児童虐待防止ネットワーク　☎24・4714

■ひとりひとりにできることがあります
　「虐待防止ネットワーク」は虐待を受けている子供だけでなく、虐待かなと感じる子供や、虐待ではないが支援が必要と思
われる子供も対象としています。
　また、支援が必要な子供の周囲では、子供だけでなく大人も苦しんでいる場合があります。周囲の人が育児を見守ること、
相談を聞くことで苦しむ大人を支援できる場合もあります。
　ひとりひとりが周囲の子供を見守り、気になる場合は関係機関に連絡する事でネットワークの効果が最大に発揮されます。
子供たちが安全に、安心して過ごせるようにご協力をお願いします。
■連絡・問合先　五條市児童虐待防止ネットワーク（保健福祉センター内）　☎24・4714　
　　　　　　　　保健福祉センター母子保健係　☎22・4001(内線289)

五條市児童虐待防止ネットワークからのおねがい

１０月１日（水）から１５日間　市立図書館が臨時休館します
　図書館は、蔵書点検のため下記の期間は臨時休館します。
　ご不便をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。なお、閉館中に図書を返却する場合は、玄関左側の返却ポスト
へ投かんしてください。また、10月16日(木)から平常どおり業務を行います。
■休館期間　10月1日(水) ～10月15日(水) 
■問合先　市立図書館　☎22・4133

　交通量の少ない路線での鉄製の溝蓋（グレーチング等）の盗難事件が多発しており、歩行者や車両の安全確保に苦慮してい
ます。その他にも次のような道路の異常を発見した場合は、通行の安全を確保するためすぐに連絡をお願いします。
▽溝蓋の盗難　▽道路状況の異常(路面の亀裂、穴、路肩の欠損等)　▽通行に危険な倒木、落下物
※不審者等については五條警察署へ通報をお願いします。

■通報・問合先　建設課　本（内線３７５）
　　　　　　　　庶務課生活安全係　本（内線３６２）
　　　　　　　　五條警察署　23・0110

道路の損傷や異常を発見した場合は連絡をお願いします

　県では、平成２２年度末を目途に大和都市計画区域の「市街化区域」・「市街化調整区域」との区域区分（線引き）と用途地域
の見直しを実施します。
　区域区分は、無秩序な市街化を防止し、計画的な市街化を図る制度で、昭和４５年に当初決定された後、おおむね７年か
ら８年に一度見直しを行っており、今回で５回目です。
　本市においても、区域区分の見直し作業に着手しています。都市計画に関して質問等がある場合は、問い合わせてください。
■問合先　都市計画課都市計画係　本（内線２８３）

大和都市計画区域の見直しを行います

　過疎化やマイカーの普及等により、鉄道やバスなどの公共交通機関の利用者が減少しており、その結果、運行回数の削減
や運行時間の短縮を招いています。国や県、市町村では、住民の身近な交通機関である路線バスの運行を維持するため、一
部路線において「運行補助金」を負担しています。
　公共交通機関は、特に高齢者や子供など、自動車を運転しない人にとって、なくてはならない交通手段です。
　大切な公共交通機関を将来にわたって維持するためにも、また、地球環境を守るためにも、できる限り公共交通機関を利
用しましょう。
■問合先　企画財政課企画調整係　本（内線２１４）

公共交通機関を利用しましよう

�
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胃がん検診を
実施します

検診車による胃がん検診を実施します。
■日程、実施場所　別表1のとおり
■対象者　４０歳以上の人（平成2１年3月31日までに40歳になる人を含みます）
※ただし次の場合は受診できません。
　▽胃の病気で治療中の人、胃の手術をした人
　▽６か月以内に胃の検診を受けた人
　▽妊娠中の人
　▽平成２０年４月以降に市の胃がん検診を受けた人
■検査内容　胃部レントゲン検査（バリウムによる検査）
■検査費用　４０～６９歳　１０００円
　　　　　　７０歳以上　　無料
■受付時間　午前９時から１０時
■申込方法
　▽検診日の５日前までに連絡してください。
　▽昨年受診した人には、案内書を送付します。
別表1　胃がん集団検診日程表
月 日 曜 場　所 住　所
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14 火 カルム五條 野原西６丁目
15 水 牧野公民館 中之町
17 金 阪合部文化会館 中町
21 火 北宇智公民館 近内町
22 水 カルム五條 野原西６丁目
23 木 宇智公民館 今井３丁目
24 金 カルム五條 野原西６丁目

■申込・問合先　保健福祉センター成人保健係　本（内線２９０）

大腸がん検診を
実施します

　近年増加している大腸がんの早期発見のため、検診を実施します。
■日時、実施場所　別表２のとおり
■対象者　４０歳以上の人（平成２１年３月３１日までに４０歳になる人を含む）
　※ただし平成２０年４月以降に市の検診で便潜血検査を受けた人は受診できません。
■検査方法
肉眼では見えない血が便の中に混じっていないかを調べます。申し込みをした人には、２
回分の便を採る容器と問診票を郵送しますので、指定日に便を採り、回収日に会場へ持参
してください。
■検査費用　２回分検査時　２００円
１回分検査時　１００円
※容器回収時に支払ってください。７０歳以上の人は無料です。
■申込方法
▽検診日の７日前までに連絡してください。
　　▽昨年受診した人には、案内書を送付します。
■申込･問合先　保健福祉センター成人保健係　本（内線２９０）

別表２　大腸がん集団検診　容器回収日程表
月 日 曜 時　　間 場　所 住　所
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28 火

　９：００～　９：２０ 大津町集会所前 大津町
　９：４０～１０：００ 火打町集会所前 火打町
１０：１５～１０：３０ 山陰町集会所前 山陰町
１０：４５～１１：１５ 阪合部文化会館 中町

29 水

　９：００～　９：１０ 御山町集会所前 御山町
　９：３０～　９：４０ 丹原構造改善センター前 丹原町
１０：１０～１０：３０ 南宇智公民館 霊安寺町
１１：００～１１：３０ カルム五條 野原西６丁目

30 木

　９：００～　９：１０ 岡口コミュニティセンター前 岡口１丁目
　９：３０～　９：４５ 須恵公民館 須恵３丁目
１０：００～１０：２０ 人権総合センター 五條４丁目
１０：４０～１１：００ 東田中会館 五條２丁目

31 金

　９：００～　９：２０ 二見公民館 二見２丁目
　９：４０～　９：５０ 新町公民館前 新町１丁目
１０：２０～１０：３０ 大沢町集会所前 大沢町
１０：５０～１１：１０ 牧野公民館 中之町

10カルムのひろば



県立五條病院からのお知らせ

消化器病センターを設立しました
　消化器の病気への専門的な診断と治療を充実させるために、内科と外科が協力し、4月に消化器病センターを設
立しました。
　消化器とは食べ物の消化・吸収に関係する食道、胃、小腸、大腸、肝臓、胆のう、すい臓のことです。病気では
逆流性食道炎、胃･十二指腸潰瘍、胆のう炎、胆管炎、肝炎、すい臓炎などの良性の病気と食道がん、胃がん、大
腸がん、肝がん、すい臓がんなどの悪性の病気があります。当センターではそれらのほとんどに対応しています。
特に命にかかわる、吐血(血を吐く)、下血(肛門から血が出る)、胆管炎(発熱、腹痛、黄だん)には、原則として
24時間対応しています。さらに小腸からの出血には小腸カプセル内視鏡検査を導入しています。
　慢性の病気としては胃・十二指腸かいようの治療・再発予防のためにヘリコバクター・ピロリ除菌療法を積極的
に行っています。
　C型慢性肝炎治療では、治りにくい患者に対してリバビリン・ペグインターフェロン併用療法を、B型慢性肝炎
治療ではエンテカビル療法を行っています。本年よりB型、C型肝炎のインターフェロン療法に対しては、公的な
助成も受けられるようになっています。
　他にも多くの消化器の病気に対して、専門医が真摯（しんし）に対応します。気軽に相談してください。
＜詳しくは当院ホームページをご覧ください。(http://www.gojo-h.jp)＞
■問合先：奈良県立五條病院　内科担当医　☎22-1112

月 日 曜 時　　間 場　所 住　所
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10 月

　９：００～　９：１５ 住川会館 住川町
　９：３０～　９：５０ 北宇智公民館 近内町
１０：１０～１０：２０ 久留野町集会所前 久留野町
１０：４０～１０：５０ 越替集会所前 岡町
１１：２０～１１：４０ 宇智公民館 今井３丁目

11 火

　９：００～　９：１０ 五條市市民会館 本町３丁目
　９：３０～　９：４０ 田園５丁目集会所前 田園５丁目
１０：００～１０：２０ 田園公民館 田園４丁目
１０：５０～１１：００ 小島町集会所前 小島町
１１：２０～１１：３０ （旧）宇野会館前 宇野町

12 水

　９：００～　９：１０ 六倉町集会所前 六倉町
　９：２０～　９：３０ 島野町集会所前 島野町
　９：５０～１０：００ 南阿田町源龍寺下 南阿田町
１０：２０～１０：３０ 原町集会所前 原町
１０：５０～１１：００ 大阿太公民館前 西阿田町
１１：２０～１１：３０ 東阿田町集会所前 東阿田町

■申込・問合先　保健福祉センター成人保健係　本（内線290）

男性の料理教室
参加者募集

「ようこそ！
おとこのエプロン
倶楽部」

　毎日の食事は喜び・楽しみのひとつです。男性の皆さん、食べる楽しみに、料理するこ
とからトライしてみませんか。うまく包丁が使えなくても大丈夫！おいしい料理ができま
す。夫婦での参加も歓迎します。
■日時　　１０月１０日（金）　午前９時30分～午後１時30分
■場所　　カルム五條（調理実習室）
■定員　　２０人
■対象者　料理することに興味のある男性（夫婦での参加もできます）
■テーマ　①ミネストローネ
　　　　　②鶏もも肉と卵のしょう油煮こみ
　　　　　③季節の野菜サラダ　等々
■指導者　五條市食生活改善推進員
■参加費　600円（食材料費）
■持ち物　エプロン・三角きん（髪を覆う物であれば可）
■申込締切　９月３０日（火）
■申込・問合先　保健福祉センター成人保健係　本（内線290）

在宅当番医
変更のおしらせ

９月の休日在宅当番が次のとおり変更になります。

新 9月28日（日）
辻田クリニック
五條1丁目７－５
☎２５・４１４５

旧 9月28日（日）
寒川医院
二見4丁目２－４
☎２２・２１２０

■申込・問合先　保健福祉センター成人保健係　本（内線290）
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交通事故のない　やすらぎの　大和路づくり
〜大和の交通マナーを高めよう〜

10月 11月
日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

１
休

２ ３
●

４ 1

５ ６ ７ ８
休

９ １０ １１ ２ ３ ４ ５
休

６ ７ ８

１２ １３
●

１４ １５
休

１６ １７ １８
●

９ １０
●

１１ １２
休

１３ １４ １５

１９ ２０ ２１ ２２
休

２３ ２４
●

２５ １６ １７ １８ １９
休

２０ ２１ ２２
●

２６ ２７ ２８ ２９
休

３０ 31 23
30

２４ ２５ ２６
休

２７ ２８
●

２９

▽カレンダーの●印はカラオケ日で、送迎バスが運行します。乗車時間は予約状況により調整し、後日連絡します。
▽送迎バスの利用は２日前（休館日の場合はその前日）までに予約が必要です。予約の際は名前、電話番号、乗車場所（最

寄りのバス停）を申し出てください。予約のない場合は、運休します。
▽利用者が居ない場合は、カラオケ設備を開放しています。利用希望者は電話で状況を確認してください。（送迎バス

なし）マッサージ機等も自由に利用できます。
■開館時間　午前９時～午後５時（カラオケは午前１０時から午後３時まで）
■休館日　毎週水曜日
■対象者　60歳以上の人
■問合先　老人憩の家　☎２３・０４３１

老人憩の家のカラオケ送迎バス運行予定

　４月から始まった特定健康診査の実施医療機関に、平井医院（五條市今井４－１－１６）が追加されましたのでお知
らせします。

自身の健康のため、特定健康診断を受診しましょう。受診期間は平成２１年１月３１日までです。

■問合先　保険課　本（内線２６３、３６７）

特定健康診査の実施医療機関が追加されました

　各種行政機関にオンライン手続きを行う際に「本人確認手段」として利用できる「公的個人認証サービスの電子証明
書」の発行等は、システムの一部更新に伴い次の通り停止します。
▽サービス停止日時　9月22日（月）終日
▽停止するサービス　①電子証明書発行サービス　②電子証明書失効サービス
（ただし、パスワードの変更／初期化／ロック解除、鍵ペア・電子証明書の消去およびICカードの診断は通常どおり
実施することができます。）

　詳細は公的個人認証サービスホームページ（www.jpki.go.jp）をご確認ください。
■問合先　市民課　本（内線２６２）

公的個人認証サービスが一時停止します

秋の交通安全県民運動が始まります　９月２1日（日）～３０日（火）
　９月１日現在、県内の事故発生状況は、人身事故が４，４７８件、負傷者は５，７６２人、交通事故による死者数は３３人で、
前年に比べ減少傾向ではあるものの、いまだ悲惨な事故が後を絶ちません。
　このような事故を未然に防止するため、９月２１日（日）から３０日（火）までの１０日間、平成２０年秋の交通安全県民運動
が実施されます。

運動の基本 高齢者の交通事故防止

運動の重点 ○全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
○夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗車中の交通事故防止
○飲酒運転の根絶
○二輪車・原付車運転中の交通事故防止

▽実施主体　五條市役所・五條警察署
■問合先　庶務課生活安全係　本（内線２３６）　

1�くらしのメモ



札数 札名
28枚 細川屋重兵衛
21枚 表野屋太兵衛
13枚 和泉屋作右衛門
10枚 小原田屋平兵衛
５枚 帯屋六兵衛
２枚 岡屋平四郎
１枚 紀州屋源兵衛

挙制度は、近代社会の民主主義の考えとともに成立した
社会制度であるのは言うまでもありません。でも、江戸時代に
は入札の制度がありました。入れ札の用紙に自分が推す人名を
書いて投票したのです。各地に見られるのですが、五條地域で
も入札の結果によって庄屋などの村役人が選ばれた場合を見い
出せます。
  文政６(1823)年５月、五條村では「小

こ

前
まえ

一同」が入札を行っ
た結果、以前の庄屋への入れ札が多数を占めて再任されました。
嘉永５(1852)年閏２月にも五條村で入札が行われています。

「百姓一同入札」を実施した結果、庄屋役は以前のまま源
げん

兵
べ

衛
え

、
年寄役は前の利兵衛に代わって幾蔵が「落札」しました。
  次に新町村の場合です。安永６(1777)年の事ですが、新町
村庄屋の久兵衛が一人では庄屋の職責を果たせないので加役人
を決めてほしいと要望しました。それで入札を実施したのです。
その結果の獲得札数とその人物名を右に一覧表にしました。一
番札の細川屋重兵衛、二番札の表野屋太兵衛は、その就任を断
りました。新町村はやむを得ず、三番札の和泉屋作右衛門に庄
屋の給銀を加増する案を示して依頼しましたが、それでも結果
的には、おそらく承諾を得られていません。
  次に安政２(1855)年の場合を見てみましょう。これまで勤め
てきた庄屋・年寄が退役することになったので「村中相談の上入
札」をすることになりました。その結果、当代の庄屋久兵衛の子
息・当代年寄子息長兵衛が選出されました。しかし、彼等はそ
の就任を断るのです。それに対して「村中一同押して御頼み入」
れて就任を要請します。子息の久兵衛・長兵衛は、その要請を
ようやく受け入れますが、村の取締りに関する要望を出し、新

町村住民158名がそれを遵守するとの
署名・捺印の文書を作成して新庄屋久兵
衛に提出したのです。その内容は①年貢
を遅滞することなく庄屋宅へ納める事、
②博奕をしないなど公儀の法を遵守する
事、③無宿者や身持ちの悪い者を村内に
置かない事、④寄合に欠席しない事、欠
席しても寄合衆中で取り決めたことは遵守する事、⑤村に借金
があるので祝言など節約して振舞料を村に拠出する事などです。
　実は安政６(1859)年にもほとんど同じ手続きが取られて村
役人の年寄・百姓代が決定しています。当代の年寄市兵衛・百
姓代重兵衛が隠居することになり、入札を実施します。しかし、
一番札の者がその役職への就任を拒否します。この後、→村中
一同押して頼み入れ→就任の承知→頼み証文の作成の経過をた
どっています。その頼み証文には「村中不調法にならないように
慎む」との神妙な文言が書いてあります。
  確かに、<入札>→<依頼>→<役儀就任御断>→<押して
頼む＞→<御承知>→<頼み証文作成>の一連の経過は、形式
的に必要な儀礼的な手続きであったのかも知れません。しかし、
この手続きを取ることによって、「小前一同」という住民の共通意
志の承認・支持を得たのです。五條村や新町村のように町場と
して発展していた「村」にこの入札の事例が多く見い出せるのは、
偶然ではなく、「町」の自治の長い伝統を反映しているからに他な
らないと言ってよいのではないでしょうか。

（新町と松倉豊後守重政400年記念事業実行委員　藤井正英）

「江戸時代の選挙？」(１)

選

　休日のひととき、歴史の好きな人同士で歴史や文化財の
ことを語り合いませんか。
■日　時　９月２１日(日)　午後２時～
■場　所　市立五條文化博物館　別館
■テーマ　五條における中世の城と館跡～①理解のため
の基本のおはなし～
■今月の話題提供者　小笠原　彰（当館嘱託技術員）
■定　員　２０名(先着順)
■参加費　無料
■申込・問合先　市立五條文化博物館　☎２４－２０１１

ごじょうばうむ
学芸員トーク（９月)を開催します

■日　時　９月２０日（土）午後３時～５時
■会　場　二見公民館（二見２丁目５－１）
■テーマ　「新町の暮らし再現－重政が創った新町のその
後－」
■講師　小島　卓（市立五條文化博物館学芸員）
■参加費　無料（事前の申込は不要です）
■申込・問合先
　「新町と松倉重政４００年記念事業」実行委員会事務局
　☎２３－２２０３（まちや館内）

「新町と松倉重政４００年
記念事業」第３回記念講演会

パシフィック トレンズ♪　米国空軍太平洋音楽隊が五條にやってきます！
　50年代から最新のヒートチャートまで演奏をする在日米空軍パシフィック・
トレンズは、アメリカ空軍所属の音楽専門部隊で、国際親善・国際交流を目的
としてアジア全域を舞台に演奏を行っています。
　米国空軍太平洋音楽隊は、厳しいオーディションに合格しないと入隊できま
せん。 そのプロのミュージシャン達のハイレベルな演奏を無料で見ることが
できます。
■日　時　10月13日（月・祝）　午後１時３０分　開場
　　　　　　　　　　　　　　　午後２時　　　　開演
■場　所　市民会館（入場は無料です）
■問合先　市民会館　☎２３－１７３１

1�
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し尿くみ取りのお知らせ
〈大塔地区〉

　10月のくみ取りについては、次の日程で
実施します。希望する場合は業者へ直接依
頼してください。

10月１0日（金）・23日（木）
※当日の受付はできません。
■申込・問合先　ダイワクリーンサービス
　　　　　　　　☎０７４５・５２・３３７２

文
化
祭
作
品
募
集

　

11
月
１
日（
土
）と
11
月
２
日（
日
）の
２
日

間
、
中
央
公
民
館
、
市
民
会
館
、
中
央
体
育

館
で
開
催
す
る「
第
37
回
五
條
市
文
化
祭
」の

作
品
を
募
集
し
ま
す
。

■
展
示
部
門

《
日
本
画
・
洋
画
》額
装
ま
た
は
適
当
な
表
装

仕
立
て
。
大
き
さ
は
百
号
以
内
。

《
書
道
》種
目
は
条
幅
、
額（
縦
ま
た
は
横
）、

屏
風
、
巻
物
、
折
本
。
表
具
は
、
額
装
ま

た
は
表
装
仕
立
て
。
大
き
さ
は
縦
・
横
と

も
２
ｍ
以
内
。
釈
文
は
所
定
の
用
紙
に
楷

書
で
提
出
。

《
写
真
》白
黒
、
カ
ラ
ー
と
も
パ
ネ
ル
仕
立
て
。

大
き
さ
は
半
切
り
以
上
全
倍
以
内
。（
原
則

と
し
て
額
装
は
不
可
。
ガ
ラ
ス
抜
き
ま
た

は
ア
ク
リ
ル
な
ら
可
）

《
押
絵
》額
装
ま
た
は
表
仕
立
て
。
大
き
さ
は

縦
・
横
と
も
２
ｍ
以
内
。

《
工
芸
・
彫
塑
》会
場
の
都
合
上
、
大
き
い
作

品
は
不
可
。

※
額
装
の
場
合　

写
真
を
除
く
全
て
の
部
門

に
お
い
て
、
作
品
は
ガ
ラ
ス
抜
き
ま
た
は

ア
ク
リ
ル
と
し
て
く
だ
さ
い
。

■
出
品
資
格

　

市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
人
。（
中
学

生
以
下
を
除
く
）

■
出
品
点
数

　

同
一
部
門
１
人
２
点
以
内
。
た
だ
し
、
会

場
の
都
合
で
１
点
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

■
申
込
方
法　

９
月
10
日（
水
）か
ら
10
月
６

日（
月
）ま
で
に
、
部
門
名
、
規
格
、
題
名
、

住
所
、
氏
名
を
明
記
の
上
、
生
涯
学
習
課

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。（
郵
送
で
の
申

込
も
可
）

■
申
込
用
紙　

生
涯
学
習
課
で
配
布
し
ま
す
。

五
條
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
作
品
の
搬
入
・
搬
出　

搬
入
は
10
月
31
日

（
金
）午
前
９
時
か
ら
午
後
１
時
ま
で
に
中

央
公
民
館
・
市
民
会
館
へ
、
搬
出
は
11
月

２
日（
日
）午
後
４
時
５
分
か
ら
５
時
00
分

ま
で
。

■
そ
の
他　

出
品
作
品
の
取
り
扱
い
に
は
十

分
注
意
を
払
い
ま
す
が
、
不
可
効
力
に
よ

る
破
損
、
紛
失
等
の
事
故
に
は
、
責
任
を

負
い
か
ね
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
先

　

生
涯
学
習
課

　

本（
内
線
８
２
４
、８
２
５
）

第
59
回
奈
良
県美
術
展
覧
会
作
品
募
集

　

奈
良
県
美
術
展
覧
会
の
展
示
作
品
を
募
集

し
ま
す
。

■
公
募
作
品　

日
本
画
、洋
画
、彫
刻
、工
芸
、

書
芸
、
写
真（
各
部
門
１
人
１
点
、
未
発

表
作
品
）

■
申
込
方
法　

五
條
市
教
育
委
員
会
で
配
布

し
て
い
る
開
催
要
項
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

■
出
品
手
数
料　

１
点
３
，
０
０
０
円（
平

成
20
年
４
月
１
日
現
在
で
18
歳
未
満
の
人

は
１
点
１
５
０
０
円
）

■
展
覧
会
場　

奈
良
県
文
化
会
館

■
展
覧
会
開
催
日

▽
前
期
展（
洋
画
、
彫
刻
、
写
真
）

　

10
月
31
日（
金
）～
11
月
７
日（
金
）（
４
日

休
館
）

▽
後
期
展（
日
本
画
、
工
芸
、
書
芸
）

　

11
月
14
日（
金
）～
11
月
21
日（
金
）（
19
日

休
館
）

■
そ
の
他　

美
術
展
の
入
場
は
無
料
で
す
。

■
問
合
先

　

生
涯
学
習
課

　

本（
内
線
８
２
４
、８
２
５
）

奈
良
県
立
大
淀
養
護
学
校
一
日
体
験
学
習

　

知
的
障
害
の
あ
る
幼
児
や
児
童
の
保
護
者

等
に
対
し
て
、
一
日
体
験
学
習
を
行
い
ま
す
。

■
小
学
部　

10
月
３
日（
金
）

　

午
前
９
時
30
分
～
12
時

▽
対
象　

知
的
障
害
の
あ
る
幼
児（
来
年
度

就
学
）と
そ
の
保
護
者
、
幼
稚
園
の
教
員
、

保
育
所（
園
）の
保
育
士
、
施
設
の
指
導
員

ほ
か

■
中
学
部　

10
月
16
日（
木
）、
20
日（
月
）、

27
日（
月
）、
28
日（
火
）、
30
日（
木
）、
31

日（
金
）、
11
月
４
日（
火
）、
６
日（
木
）

　

午
前
９
時
30
分
～
13
時（
８
日
間
と
も
）

▽
対
象　

知
的
障
害
の
あ
る
小
学
６
年
生
と

そ
の
保
護
者
、
小
学
校
の
教
職
員
等
。

　
（
詳
細
に
つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
）

■
教
育
相
談
日　

小
学
部
・
中
学
部
・
高
等

部
は
、
毎
週
木
曜
日
に
教
育
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。
事
前
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

（
日
程
が
都
合
の
悪
い
場
合
は
相
談
し
て

く
だ
さ
い
）

■
申
込
・
問
合
先

　

奈
良
県
立
大
淀
養
護
学
校

　

吉
野
郡
大
淀
町
下
渕
４
１
４
・
１

　

☎
０
７
４
７
・
５
２
・
７
６
５
５

奈
良
県
立
明
日
香
養
護
学
校

体
験
学
習（
小
学
部
）

　

平
成
21
年
度
に
入
学（
転
入
学
）を
希
望
す

る
、
障
害
の
あ
る
幼
児
児
童
と
そ
の
保
護
者

の
体
験
入
学
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
奈
良
県

内
全
域
を
対
象
に
、
通
学
す
る
こ
と
が
困
難

な
児
童
の
家
庭
に
、
教
員
が
訪
問
し
て
教
育

を
行
う
教
育
訪
問
教
育
の
体
験
も
行
っ
て
い

ま
す
。

■
小
学
部　

10
月
14
日（
火
）

　

午
前
９
時
～
午
後
１
時（
給
食
の
試
食
を

お
こ
な
い
ま
す
）

▽
対
象　

肢
体
不
自
由
を
有
す
る
幼
児
児
童

と
保
護
者
及
び
関
係
者
お
よ
び
訪
問
教
育

の
体
験
を
希
望
す
る
幼
児
児
童
と
保
護
者

及
び
関
係
者
。

　
（
日
程
が
都
合
の
悪
い
場
合
は
相
談
し
て

く
だ
さ
い
）

■
申
込
・
問
合
先

　

奈
良
県
立
明
日
香
養
護
学
校（
辻
ま
で
）

　

高
市
郡
明
日
香
村
川
原
４
１
０

　

☎
０
７
４
４
・
５
４
・
３
３
８
０

自
衛
官
各
種
目
を
募
集
し
ま
す

　

任
期
制
自
衛
官「
２
等
陸
・
海
・
空
」（
１

任
期　

陸
：
２
年　

海
・
空
：
３
年
）、
看

護
学
生
、
防
衛
大
学
校
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

■
試
験
日
時

▽
任
期
制
自
衛
官　

10
月
26
日（
日
）

▽
看
護
学
生　

10
月
25
日（
土
）

▽
防
衛
大
学
校
学
生　

11
月
15
日（
土
）・
16

日（
日
）

■
受
験
資
格

▽
任
期
制
自
衛
官　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の

者
▽
看
護
学
生　

高
卒（
見
込
み
を
含
む
）24
歳

未
満
の
者　

▽
防
衛
大
学
校
学
生
は
、
高
卒（
見
込
み
を

含
む
）21
歳
未
満
の
者

■
受
付
期
間

　

９
月
８
日（
月
）～
９
月
30
日（
火
）

■
一
次
合
格
発
表

▽
看
護
学
生　

11
月
６
日（
木
）

▽
防
衛
大
学
校
学
生　

12
月
10
日（
水
）

■
問
合
先

　

自
衛
隊
五
條
地
域
事
務
所

　

☎
２
２
・
３
７
８
９　

健
康
の
た
め
の
料
理
教
室

　

食
べ
る
こ
と
は
元
気
の
み
な
も
と
で
す
。

し
か
し
、
偏
っ
た
食
習
慣
は
生
活
習
慣
病
を

引
き
起
こ
し
ま
す
。
少
し
の
工
夫
で
、
お
い

し
く
、
健
康
に
よ
い
料
理
方
法
を
調
理
実
習

等
で
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

９
月
25
日（
木
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
２
時
ま
で

■
場
所　

カ
ル
ム
五
條

■
定
員　

定
員
20
名（
市
内
に
在
住
す
る
人
）

■
テ
ー
マ　

旬
の
食
材
で
、
元
気
料
理

■
指
導
者　

五
條
市
食
生
活
改
善
推
進
員

■
参
加
費　

６
０
０
円
程
度

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん
・
手
拭

タ
オ
ル
・
筆
記
用
具

■
申
込
締
切　

９
月
19
日（
金
）

■
申
込
・
問
合
先　

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

成
人
保
健
係　

本（
内
線
２
９
０
）

ク
レ
イ
フ
ラ
ワ
ー
講
座

　

マ
シ
ュ
マ
ロ
の
よ
う
な
粘
土
で
作
る
新
し

い
花
の
ク
ラ
フ
ト
で
す
。
今
人
気
の
ク
レ
イ

フ
ラ
ワ
ー
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

10
月
５
日（
日
）

　
　
　
　

午
後
１
時
～
３
時

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
テ
ー
マ　

素
敵
な
ガ
ラ
ス
の
キ
ャ
ン
ド
ル

ホ
ル
ダ
ー
に
プ
ル
メ
リ
ア
を
ア
レ
ン
ジ
し

ま
す
。

■
指
導
者　

松
本
し
の
ぶ
先
生（
ア
ト
リ
エ

フ
ロ
ー
レ
）

■
参
加
費　

２
，
２
０
０
円（
材
料
費
１
，

９
０
０
円
、
利
用
団
体
連
絡
協
議
会
費

３
０
０
円
）

■
定
員　

17
人（
市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務

す
る
成
人
）

■
持
ち
物　

は
さ
み
・
木
工
用
ボ
ン
ド
・
持

ち
帰
り
用
の
紙
袋

■
申
込
方
法　

９
月
29
日（
月
）ま
で
に
参
加

費
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他　

託
児
あ
り
（
２
歳
以
上
就
学
前

の
幼
児
・
要
予
約
・
無
料
）

■
申
込
・
問
合
先　

　

中
央
公
民
館　

☎
２
４
・
２
０
０
１

コ
ン
テ
ナ
ガ
ー
デ
ン
講
座

　

季
節
の
寄
せ
植
え
を
一
緒
に
楽
し
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

９
月
29
日（
月
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
定
員　

先
着
20
名（
市
内
に
在
住
ま
た
は

勤
務
す
る
成
人
）

■
テ
ー
マ　

印
象
的
な
秋
色
の
コ
ン
テ
ナ

ガ
ー
デ
ン

■
指
導
者　

青
木
恵
子
先
生

■
参
加
費　

２
，
３
０
０
円（
材
料
費
２
，

０
０
０
円
、
利
用
団
体
連
絡
協
議
会
会
費

３
０
０
円
）

■
持
ち
物　

古
新
聞
、
ゴ
ミ
袋
、
ガ
ー
デ
ン

グ
ロ
ー
ブ（
軍
手
）、
筆
記
用
具
、
作
品
持

ち
帰
り
用
袋

■
申
込
方
法　

９
月
22
日（
月
）ま
で
に
参
加

費
を
添
え
て
中
央
公
民
館
へ
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他　

託
児
有
り
（
２
歳
以
上
就
学
前

の
幼
児
・
要
予
約
・
無
料
）

■
問
合
先　

　

中
央
公
民
館　

☎
２
４
・
２
０
０
１

チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ッ
キ
ン
グ

　

料
理
を
楽
し
み
な
が
ら
調
理
の
工
夫
に
つ

い
て
学
習
し
ま
し
ょ
う
。

■
テ
ー
マ　

体
に
や
さ
し
い
乳
製
品
を
使
っ

た
料
理（
豆
腐
の
つ
く
ね
焼
き
・
か
や
く

ご
は
ん
・
小
倉
み
る
く
ゼ
リ
ー
）

■
日
時　

10
月
22
日（
水
）　

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

■
場
所　

中
央
公
民
館　

調
理
実
習
室

■
定
員　

先
着
20
人（
市
内
に
在
住
ま
た
は

勤
務
す
る
成
人
）

■
指
導
者　

足
立
敦
子
先
生（「
水
野
真
紀
の

魔
法
の
レ
ス
ト
ラ
ン
」フ
ー
ド
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
）

■
参
加
費　

７
０
０
円（
材
料
費
４
０
０
円
、

利
用
団
体
会
費
３
０
０
円
）

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル
、
布
巾
、

筆
記
用
具
、
料
理
持
ち
帰
り
用
の
容
器

■
そ
の
他　

託
児
あ
り
（
２
歳
以
上
就
学
前

の
幼
児
・
要
予
約
・
無
料
）

■
申
込
方
法　

10
月
３
日（
金
）ま
で
に
参
加

費
を
添
え
て
中
央
公
民
館
へ
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

　

中
央
公
民
館　

☎
２
４
・
２
０
０
１　

ハ
ー
ダ
ン
ガ
ー
刺
繍
講
座

　

ノ
ル
ウ
ェ
ー
か
ら
伝
え
ら
れ
た
ハ
ー
ダ
ン

1�おしらせ



　「広報五條」は原則新聞折り
込み（ただし全国紙等）で配布
します。新聞を購読していない、
または新聞広告等が折り込まれ
ていない世帯については、個別
発送希望の申請を行ってくださ
い。
インターネットの五條市ホームページ
（http://www.city.gojo.lg.jp/）
にも「広報五條」を掲載してい
ます。

庶務課広報係　本（内線２０８）

調査員が訪問して
調査を行いますので、
ご協力をお願いします。

ガ
ー
刺
繍
は
、
生
地
の
布
目
を
数
え
な
が
ら

刺
し
ゅ
う
糸
で
刺
し
、
カ
ッ
ト
し
て
レ
ー

ス
風
に
お
し
ゃ
れ
に
仕
上
げ
ま
す
。
技
法
は

簡
単
で
、
誰
で
も
楽
し
め
る
刺
し
ゅ
う
で
す
。

（
公
民
館
に
見
本
が
あ
り
ま
す
）

■
テ
ー
マ　

ハ
ー
ダ
ン
ガ
ー
刺
し
ゅ
う
の
香

り
の
ポ
ッ
ト
を
作
り
ま
す
。
で
き
上
が
り

は
、
ハ
ー
ト
型
で
キ
ュ
ー
ト
な
仕
上
が
り

に
な
り
ま
す
。

■
日
時　

10
月
25
日（
土
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
正
午　

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
指
導
者　

秋
田
徳
子
先
生

■
参
加
費　

２
，
３
０
０
円（
材
料
費
２
，

０
０
０
円
、
利
用
団
体
連
絡
協
議
会
費

３
０
０
円
）

■
定
員　

20
人（
市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務

す
る
中
学
生
以
上
の
女
性
）

■
持
ち
物　

ク
ロ
ス
ス
テ
ッ
チ
用
の
ク
ロ
ス

針
・
手
芸
用
は
さ
み

■
申
込
方
法　

10
月
８
日（
水
）ま
で
に
参
加

費
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

■
そ
の
他　

託
児
有
り
（
２
歳
以
上
就
学
前

の
幼
児
・
要
予
約
・
無
料
）　

■
問
合
先　

　

中
央
公
民
館　

☎
２
４
・
２
０
０
１

催し

お
月
見
茶
会
を
開
催
し
ま
す

　

五
條
市
茶
華
道
協
会
で
は
、「
お
月
見
茶

会
」を
行
い
ま
す
。
中
秋
の
名
月
を
仰
ぎ
つ

つ
、
夕
べ
の
ひ
と
と
き
を
楽
し
く
過
ご
し
ま

せ
ん
か
。

■
日
時　

９
月
13
日（
土
）

　
　
　
　

午
後
４
時
～
９
時

■
場
所　

市
民
会
館

■
費
用　

５
０
０
円（
お
茶
券
代
）

■
主
催　

五
條
市
茶
華
道
協
会

■
申
込
・
問
合
先　

　

中
央
公
民
館　

☎
２
４
・
２
０
０
１

第
26
回
奈
良
県
知
的
障
害
者
・
児

体
育
大
会　

参
加
者
募
集

■
日
時　

10
月
19
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

　
　
　
　
（
受
付　

午
前
９
時
30
分
～
）

■
場
所　

奈
良
県
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー（
県
立
高
等
養
護
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

内
）

　

磯
城
郡
田
原
本
町
宮
森
３
４
の
４

※
雨
天
時　

奈
良
県
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー（
体
育
館
）

■
対
象
者　

奈
良
県
内
に
在
住
し
て
い
る
知

的
障
害
者
・
児
及
び
保
護
者
等
で
、
大
会

に
参
加
で
き
る
健
康
状
態
に
あ
る
人

■
申
込
締
切　

９
月
17
日（
水
）

■
申
込
・
問
合
先

　

社
会
福
祉
課
福
祉
係

　

本（
内
線
２
０
９
・
２
９
９
）

第
23
回
奈
良
県
身
体
障
害
者
体
育
大

会
に
参
加
ま
せ
ん
か

■
日
時　

11
月
２
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

■
場
所　

奈
良
県
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー（
県
立
高
等
養
護
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

内
）

　

磯
城
郡
田
原
本
町
宮
森
３
４
の
４

※
雨
天
時　

奈
良
県
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー（
体
育
館
）　　
　
　
　

■
対
象
者　

奈
良
県
内
に
在
住
し
、
身
体
障

害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人
。

　

大
会
に
参
加
で
き
る
健
康
状
態
に
あ
る
人
。

■
申
込
締
切　

９
月
24
日（
水
）

■
申
込
・
問
合
先

　

社
会
福
祉
課
福
祉
係

　

本（
内
線
２
０
９
・
２
９
９
）

奈
良
県
立
大
淀
養
護
学
校

五
條
市
・
野
迫
川
村
地
域
別
懇
談
会

　

今
後
の
障
害
者（
児
）福
祉
の
充
実
向
け
て
、

地
域
内
で
の
連
携
を
深
め
る
た
め
地
域
別
懇

談
会
を
開
催
し
ま
す
。
参
加
を
希
望
す
る
場

合
は
、
大
淀
養
護
学
校
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

■
日
時　

10
月
２
日（
木
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

■
場
所　

五
條
市
福
祉
セ
ン
タ
ー（
五
條
市

新
町
３
丁
目
）

■
テ
ー
マ　

地
域
の
居
場
所
～
日
中
活
動
の

場
を
中
心
と
し
て
～　
　

■
問
合
先　

　

奈
良
県
立
大
淀
養
護
学
校
進
路
指
導
部

　

☎
０
７
４
７
・
５
２
・
７
６
５
５

天
誅
組
１
４
５
周
年
記
念
事
業

琵
琶
演
奏
と
歌
、
踊
り
の
集
い

　

明
治
維
新
の
さ
き
が
け
と
な
っ
た
天
誅
組

１
４
５
周
年
を
記
念
し
て
、
天
誅
組
の
志
士

が
眠
る
東
吉
野
村
で
歌
と
踊
り
の
集
い
を
開

催
し
ま
す
。

■
日
時　

10
月
26
日（
日
）

　
　
　
　

午
後
１
時
受
付
、
１
時
30
分
開
演

■
場
所　

東
吉
野
村
役
場
住
民
ホ
ー
ル

■
公
演
内
容　

講
演
、
神
楽
、
舞
踊
、
琵
琶
、

和
太
鼓
等

■
参
加
費　

無
料

■
定
員　

３
０
０
席

■
問
合
先　

　

東
吉
野
村
教
育
委
員
会

　

☎
０
７
４
６
・
４
２
・
０
４
４
１

男
性
の
た
め
の
無
料
電
話
相
談
窓
口

　　

仕
事
や
人
間
関
係
の
悩
み
、
ス
ト
レ
ス
な

ど
を
抱
え
な
が
ら
、
ひ
と
り
で
頑
張
り
す

ぎ
て
い
ま
せ
ん
か
。
ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
、

気
軽
に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。
秘
密
厳
守
で

相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
相
談
用
電
話
番
号　

　

☎
０
７
４
２
・
２
７
・
０
３
０
４
（
専
用
電

話
に
よ
る
電
話
相
談
）

■
相
談
日
時　

月
１
回　

(

第
３
金
曜
日)

午
後
５
時
～
８
時

■
問
合
先　

　

奈
良
県
女
性
セ
ン
タ
ー　

　

☎
０
７
４
２
・
２
７
・
２
３
０
０

　

人
権
施
策
課　

　

本（
内
線
２
８
５
・
２
８
６
）

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

《
善
意
銀
行
》

　

田
村　

敏
文（
畑
田
町
）

《
福
祉
基
金
》

　

小
松　

靖
幸（
野
原
中
）

　

田
村　

敏
文（
畑
田
町
）

　

森
本　

規
子（
田
園
）

1�



原遺跡で出土した弥生土器（佐藤右文氏撮影）

弥や

よ

い生
土ど

器き
第４回

　私たちの生活に欠かせない器。その歴史は古く、日本列島では今から約１万３千年前に土
器が発明されました。１万年以上続いた縄

じょう

文
もん

時代の器は、素焼きで分厚く、その種類も主に
深い鉢と浅い鉢、皿などに限られていました。
　今から約��00年前、稲作の技術が大陸から列島に伝わると、人々はイモなどの根

こん

茎
けい

類に加
えてコメなどの穀物も栽培するようになり、食生活が豊かになっていきました。それととも
に土器も多種多様になり、壺

つぼ

は穀物や木の実などの貯蔵、甕
かめ

は水や食事の煮炊き、高
たか

坏
つき

・鉢
は盛り付けやお供えに使われました。このころはまだ個人の器（銘

めい

々
めい

器
き

）がなく、これらは家
族で使うものでした。
　また弥生土器は縄文土器よりも薄く作られ、表面にはヘラや櫛

くし

状のもので波状、簾
すだれ

状、直線、
流水、鋸

きょ

歯
し

、格子など、さまざまな文様が描かれました。曲線的なシルエットと優美な文様
をもつ厚さ数ミリの壺や甕のできばえには、現代の陶工も舌を巻くといい、当時の人々の高
い技と豊かな感性がうかがえます。
　五條では、吉野川沿いの原、滝、島野、六倉、野
原、中などに弥生時代中期の集落が営まれ、たくさ
んの土器が使われました。写真は原遺跡の土器です
が、日常生活で使っていた壺や甕を、有力者のお墓
に供える際に、下の方に孔

あな

をあけたようです。この
ような穿

せん

孔
こう

は他の遺跡の土器でも多く見られ、当時
の共通した作法といえるかもしれません。

表紙写真

夏の甲子園１回戦
智弁学園高等学校勝利の瞬間

　９月１１日（木）
 人権を確かめあう日

　９月３０日（火）
 五條市戦没者追悼式
 場所◎中央体育館
 時間◎午後１時30分～

１０月　１日（水）
 各種年金相談
 場所◎商工会館
 時間◎９時30分～16時

１０月　２日（木）
 敬老会
 場所◎中央体育館

毎週金曜日
 消費生活・多重債務相談
 場所◎市役所別館相談室
 時間◎10時～15時

9月号

市の動き（7月31日現在） 　（　　）内の数字は先月比

人口36,912人
（−56）

男17,628人
（−38）

女19,284人
（−18）

世帯数13,822世帯
（−14）

平成20年９月発行　第717号  ●発行　五條市  ●編集　市長公室庶務課　
 〒637-8501五條市本町１丁目１番１号　☎22-4001

９月は
固定資産税・都市計画税（第2期）
国民健康保険税（第3期）

の納期です。

　納期限は９月30日（火）です。
　市役所本庁・支所の窓口、取
扱金融機関で納付してください。
■問合先
　税務課徴収係
　　本（内線259・260）
　保険課保険税係
　　本（内線266・368）


